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平成30年12月27日

協議会名：須賀川市総合交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

福島交通(株)

須賀川市内東循環バス
・北町先回り
・仲の町先回り
須賀川市内西循環バス
・公立病院先回り
・市民温泉先回り

須賀川市内東循環バス
運行日の拡大（平日のみ運行
から一部土曜日運行を追加）に
より、利便性の向上を図った。
須賀川市内西循環バス
運行日の拡大（平日のみ運行
から一部土曜日運行を追加）に
より、利便性の向上を図った。

須賀川市内東循環バス
計画どおり事業は適切に実
施された。
須賀川市内西循環バス
計画どおり事業は適切に実
施された。

Ａ Ａ

須賀川市内東循環バス
平成29年10月～平成30年9
月の実績は、年間目標の
24,970人/年(9.1人/1便)に
対して、38,741人/年（14.1
人/1便）であった。
須賀川市内西循環バス
平成29年10月～平成30年9
月の実績は、年間目標の
18,992人/年(5.1人/1便)に
対して、28,156人/年（7.6人
/1便）であった。

須賀川市内東循環バス
今後も啓発活動を行うととも
に、ＪＲとの乗り継ぎを考慮した
ダイヤ改正、運行経路の見直し
など、引き続き利便性の向上を
図る。
須賀川市内西循環バス
今後も啓発活動を行うととも
に、ＪＲとの乗り継ぎを考慮した
ダイヤ改正、運行経路の見直し
など、引き続き利便性の向上を
図る。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

須賀川市は福島県中部に位置し、面積は２７９．５５平方キロメートル、人口は７６，７６７人、平成１７年４月に須賀川
市・長沼町・岩瀬村が合併した。本市の公共交通の大きな役割を担っている路線バスについては、年々利用者が減少
している一方で、路線維持のための補助金は高い水準で推移しており、新たな公共交通の手段として平成２１年２月か
ら運行した須賀川市乗合タクシーは、現在、運行エリアを限定している状況にあり、公共交通空白エリアの解消に至っ
ていない状況である。須賀川市内東循環バスは、市民ニーズの高い中心市街地の施設を経由する一方で、路線バス
の廃止予定地域の代替機能を考慮する運行ルートの設定を行い、須賀川市内西循環バスは、東循環バスと相互補完
することにより、中心市街地の交通弱者の利便性向上と交通空白地の解消を図る。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成30年12月27日

協議会名： 須賀川市総合交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



須賀川市総合交通活性化協議会 事業名：３０年度地域内フィーダー系統

概 要

【公共交通の概要】

本市の公共交通の大きな役割を担っている路線バスについては、年々利用者が減少して

いる一方で、路線維持のための市補助金は高い水準で推移しており、新たな公共交通手段

として平成21年2月から運行を開始した須賀川市乗合タクシーは、現在、運行エリアを限定

している現状にあり、公共交通空白エリアの解消に至っていない状態である。

そのため、中心市街地の行政機関・商業施設・医療機関・駅・団地等を結ぶ中心市街地循

環バスや、長沼と岩瀬地域を結ぶ公共交通を運行することにより、交通弱者である、高齢者

や学生等の交通手段の確保が必要となっている。

また、路線バス廃止等による公共交通空白地域については、乗合タクシーを活用し、順次

運行エリアの拡大を行うことで、交通弱者の利便性向上と、公共交通空白地域の解消へ向

けた取り組みが必要となっている。

こうした実状を踏まえ、本市に相応しい持続可能な地域公共交通体系を構築するため、年

齢層や地区を考慮したアンケートの実施や各地区での住民懇談会等での意見をもとに、基

本方針やネットワークの将来像、具体的な交通施策等を盛り込んだ「須賀川市総合交通ビ

ジョン」（以下、本ビジョン）を平成２２年３月に策定し、その実現に向けた計画として「須賀川

市公共交通実証運行計画」を平成２３年３月に策定した。

【地域内フィーダー系統の概要】

市民のニーズの高い中心市街地内の施設を運行する。一方で、路線バスの廃止地域（浜

尾線・田中線）の代替機能を考慮する運行設定を行い、東循環バスとして平成25年度から、

また、特定被災地域公共交通調査事業からの切替えとして、西循環バスを平成29年度から

地域公共交通確保維持改善事業費の補助を受けながら路線の維持を図っている。

以上の計画の実行により交通弱者の利便性向上と、公共交通空白地域の解消を目的と

する。

系統数：４系統

（東循環バス北町先回り、仲の町先回り ２系統）

（西循環バス公立病院先回り、市民温泉先回り ２系統）

路線図：別途添付

時刻表：別途添付

料金：1回大人１００円、子供及び障がい者５０円

合併状況：平成１７年４月に須賀川市・長沼町・岩瀬村が合併

人 口：７６，７６７人 （平成３０年４月現在）

面 積：２７９．５５平方キロメートル

高齢化率：２６．２％（平成２９年７月現在）

協議会開催数：平成３０年度協議会は２回開催（平成29年10月～平成30年9月）

目的・必要性

実施状況、目標・効果の達成状況

今後の課題・改善点

目標を達成しており、今後も引き続き啓発活動を行うとともに、ダイヤの改正等利便性
の向上に努めていきたい。

基礎データ

須賀川市内東西循環バスは、市民ニーズの高い中心市街地内の施設を経由する一方で、路線バ
スの廃止予定地域の代替機能を考慮する運行ルートの設定を行い、中心市街地の交通弱者の利便
性向上と公共交通空白地域の解消を図る。

【実績】 東循環バス ３８，７４１人（１便当たり１４．１人） 達成率１５５％
西循環バス ２８，１５６人（１便当たり ７．６人） 達成率１４９％

【実施状況等】 チラシ配布や広報による周知、運行日の拡大による利便性の向上などにより、目
標を達成することができた。引き続き周知等を図ることとしたい。

前年度事業評価の課題

自己評価のとおりとの評価をいただいていた。引き続き、ＪＲなどの乗り継ぎを考慮したダイヤの見直しや啓発

活動を継続して行い、現状維持に努める。

定量的な目標・効果

平成２５年１０月１日事業開始

【目標】 年間輸送人員 東循環バス ２４，９７０人（１便当たり９．１人）

西循環バス １８，９９２人（１便当たり５．１人）

【効果】 ・対象路線を維持することで、中心市街地の公共交通空白地域の解消につながり、交通弱者である
高齢者や学生の交通手段が確保できる。また、公共交通を身近に利用でき、公共機関・商業施設・

医療機関・金融機関・駅等へのアクセスが向上し、市民生活の質的向上へ繋がる。

・地域間幹線や他の路線、ＪＲなどを連結させることで広域的な運行体系が確保される。



【路線図】

須賀川市総合交通活性化協議会



【時刻表】

須賀川市総合交通活性化協議会


